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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベクターにおけるコード配列の発現のための発現カセットであって、
　ａ）プロモーターを含み、かつ以下：
　　（i）配列識別番号：９または配列識別番号：９の誘導体に対して少なくとも８５％
、９０％または９５％の配列同一性を有する核酸配列、
　　（ｉｉ）配列識別番号：９の部分配列または配列識別番号：９の部分配列の誘導体、
　　（ｉｉｉ）１０個以下のヌクレオチドの付加、挿入または欠失によって配列識別番号
：９に記載の配列と異なっている配列、および
　　（ｉｖ）ＦＰＶ０８８プロモーター領域、
から選択される核酸配列であって、前記の配列識別番号：９の誘導体および配列識別番号
：９の部分配列の誘導体は、配列識別番号：９と比較した場合に１つまたはそれ以上の置
換、欠失及び／または挿入を有することにより定義され、そして、前記プロモーターは、
ポックスウイルスプロモーターとして活性であり、及び／またはポックスウイルス感染細
胞において活性である核酸配列、ならびに
　ｂ）前記プロモーターに作動可能に連結される異種コード配列、
を含む、発現カセット。
【請求項２】
　プロモーターを含む核酸が、配列識別番号：４、配列識別番号：５、配列識別番号：６
、配列識別番号：７または配列識別番号：８である配列識別番号：９の部分配列を含む、
請求項１に記載の発現カセット。
【請求項３】
　前記プロモーターを含む核酸が、１０個以下のヌクレオチドの付加、挿入または欠失に
よって配列識別番号：６に記載の配列とは異なっている配列を有する、請求項１に記載の
発現カセット。
【請求項４】
　前記プロモーターを含む核酸が、配列識別番号：６に記載の配列を含む、請求項１に記
載の発現カセット。
【請求項５】
　プロモーターを含む核酸配列が、配列識別番号：６に対して少なくとも８５％の配列同
一性を有する配列識別番号：９の部分配列を含む、請求項１に記載の発現カセット。
【請求項６】
　プロモーターを含む核酸配列が、配列識別番号：６である配列識別番号：９の部分配列
を含む、請求項１に記載の発現カセット。
【請求項７】
　前記コード配列が、治療タンパク質またはペプチド、抗原、抗原性エピトープ、アンチ
センスＲＮＡ、腫瘍随伴抗原もしくはエピトープ、およびリボザイムのうちの少なくとも
１つをコードする、請求項１～６のいずれか１つに記載の発現カセット。
【請求項８】
　前記コード配列が、少なくとも１つの腫瘍随伴抗原（ＴＡＡ）をコードする、請求項７
の発現カセット。
【請求項９】
　前記コード配列が、ＣＥＡ、ＭＵＣ－１、ＰＡＰ、ＰＳＡ、ＨＥＲ－２、サバイビン、
チロシン関連タンパク質１（ｔｙｒｐ１）、チロシン関連タンパク質２（ｔｙｒｐ２）お
よびブラキウリタンパク質から選択される少なくとも１つのＴＡＡをコードする、請求項
８に記載の発現カセット。
【請求項１０】
　前記コード配列が、ブラキウリタンパク質を含む融合タンパク質をコードする、請求項
１～９のいずれか１つに記載の発現カセット。
【請求項１１】
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　前記ブラキウリタンパク質が、Ｌ２５４Ｖ突然変異を含む、請求項１０に記載の発現カ
セット。
【請求項１２】
　前記コード配列が、配列識別番号：１１及び配列識別番号：１３からなる群から選択さ
れる核酸配列を含んでなる、請求項１０に記載の発現カセット。
【請求項１３】
　前記コード配列が、配列識別番号：１８または配列識別番号：１９に対して少なくとも
９０％の配列同一性を有するブラキウリ融合タンパク質をコードする核酸を含む、請求項
１０に記載の発現カセット。
【請求項１４】
　前記コード配列が、配列識別番号：１９または配列識別番号：４７に記載の配列を有す
るブラキウリ融合タンパク質をコードする核酸を含む、請求項１０に記載の発現カセット
。
【請求項１５】
　前記コード配列が、配列識別番号：１１、１３、１８～１９、２２～２３、２６～２７
、３０～３１、３４～３５、３８～３９、４２～４３、４６～４７、５０～５１、５４～
５５、５８～５９、６２～６３、６６～６７、７０及び７１からなる群から選択される配
列に対して少なくとも９０％の配列同一性を有するブラキウリ融合タンパク質をコードす
る核酸配列を含む、請求項１０に記載の発現カセット。
【請求項１６】
　配列識別番号：７２または配列識別番号：７３に対して少なくとも９０％の配列同一性
を有する核酸配列を含む、請求項１に記載の発現カセット。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１つに記載の発現カセットを含む、ポックスウイルスベクタ
ー。
【請求項１８】
　前記ポックスウイルスが鷄痘ウイルスである、請求項１７に記載のポックスウイルスベ
クター。
【請求項１９】
　前記ポックスウイルスベクターがＭＶＡ－ＢＮである、請求項１７に記載のポックスウ
イルスベクター。
【請求項２０】
　ａ）配列識別番号：９または配列識別番号：９の誘導体に対して少なくとも８５％の配
列同一性を有する核酸、
　ｂ）配列識別番号：９の部分配列または配列識別番号：９の部分配列の誘導体、
　ｃ）１０個以下のヌクレオチドの付加、挿入または欠失によって配列識別番号：０に記
載の配列とは異なっている配列、および
　ｄ）ＦＰＶ０８８プロモーター領域、
から選択されるプロモーターを含む核酸であって、
　　前記プロモーターが、ポックスウイルスプロモーターとして活性であり、及び／また
はポックスウイルス感染細胞において活性である、核酸。
【請求項２１】
　前記の配列識別番号：９の部分配列が、配列識別番号：４、配列識別番号：５、配列識
別番号：６、配列識別番号：７または配列識別番号：８のいずれか１つに対して少なくと
も８５％の配列同一性を有する、請求項２０に記載の核酸。
【請求項２２】
　配列識別番号：４５に記載の配列を含む異種コード配列をさらに含む、請求項２０に記
載の核酸。
【請求項２３】
　前記の配列識別番号：９の部分配列が、配列識別番号：４である、請求項２０に記載の
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核酸。
【請求項２４】
　前記の配列識別番号：９の部分配列が、配列識別番号：６である、請求項２０に記載の
核酸。
【請求項２５】
　ポックスウイルスにおけるコード配列の発現の増強に使用するための、請求項２０～２
４のいずれか１つに記載のプロモーターを含む核酸。
【請求項２６】
　ベクターにおけるコード配列の発現のための方法であって、
　ａ）プロモーターを含み、かつ以下：
　（i）配列識別番号：９または配列識別番号：９の誘導体に対して少なくとも８５％の
配列同一性を有する核酸配列、
　（ｉｉ）配列識別番号：９の部分配列または配列識別番号：９の部分配列の誘導体、
　（ｉｉｉ）１０個以下のヌクレオチドの付加、挿入または欠失によって配列識別番号：
９に記載の配列と異なっている配列、および
　（ｉｖ）ＦＰＶ０８８プロモーター領域、
から選択される核酸配列を含む発現カセットであって、前記プロモーターがポックスウイ
ルスプロモーターとして活性であり、及び／またはポックスウイルス感染細胞において活
性である発現カセットを準備すること；および 
　ｂ）前記プロモーターを異種コード配列に作動可能に連結すること；および
　ｃ）前記プロモーターおよび前記コード配列をベクターに組み込むこと；
を含む方法。
【請求項２７】
　前記核酸配列が、配列識別番号：４、配列識別番号：５、配列識別番号：６、配列識別
番号：７または配列識別番号：８のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性
を有する配列識別番号：９の部分配列である、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記の配列識別番号：９の部分配列が、配列識別番号：４、配列識別番号：５、配列識
別番号：６、配列識別番号：７または配列識別番号：８のいずれか１つを含む、請求項２
６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ベクターが、オルソポックスウイルス及びアビポックスウイルスから選択されるウ
イルスベクターである、請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ベクターが、ＭＶＡ－ＢＮであるオルソポックスウイルスである、請求項２９に記
載の方法。
【請求項３１】
　前記アビポックスウイルスが鶏痘ウイルスである、請求項２９に記載の方法。
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